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1.3 「入出力装置と制御装置」解答解説

問１ エ

ＣＡＤシステムの入力装置であるタブレットに関する問題である。

アのＯＣＲは、印刷文字や手書き文字を判別し光学的に読み取り、コンピュータに入力する装

置である。入力する文字に光を当て反射する光の濃淡を０と１に置き換えて読み取り、その特徴

から文字の種類を判別し文字コードとして出力する。

イのＯＭＲは、鉛筆などで塗ったマークを光学的に読み取る装置で、誤読率が低く、アンケー

トの集計や試験の採点に利用される。

ウのイメージスキャナは、文書、イラスト、図形、写真をドットの集まったデジタル情報とし

て光学的に読み取る装置である。ＣＣＤを光センサとして利用する。

エのタブレットは、平板上で専用のペンを動かして座標を入力する装置で、ポインティングデ

バイスをタブレット上の該当個所に動かし、カーソルのボタンを押したり、ペンを押しつけると

座標を指示する。求める答えはエである。

問２ ウ

入力装置タッチパネルに関する問題である。

タッチパネルは、パネル上で指やペンが触れた部分のデータを、信号にしてコンピュータに伝

える入力装置で、画面上に表示されるメニューやコマンドを選択するために使われる。人間の体

が静電気を通すことを利用して、ディスプレイ装置の画面に指で触れることにより、位置情報を

入力する。位置検出の仕方によって、電子式、静電式、光学式、超音波式などの方式がある。

アはジョイスティック、イはデジタイザ、ウはタッチスクリーン、エ容はイメージスキャナで

ある。求める答えはウとなる。

問３ エ

ＸＹプロッタに関する問題である。

ＸＹプロッタは、設計図などの精密で大型な図表を作図するために用いる装置である。ペンを

移動して作画するので精密な製図を行うことができる。ペンをＸＹ方向に動かす方式とペンをＸ

方向に紙をＹ方向に動かす方式がある。

ジョイスチックは、台に据え付けられた操縦棒を前後左右に傾けることにより画面上のカーソ

ルやキャラクターなどの移動を行う入力装置である。ゲームソフトなどで利用する。

イメージスキャナは、図形や写真などを読み取り、コンピュータ上で自由に加工できるデジタ

ルデータに変換する装置である。紙に書かれたり印刷された図形や写真に光を当て、その反射光

をＣＣＤなどの受光素子で読み取り、色の濃淡を光の強弱に変換してデジタル化する。

アはジョイスチック、イはイメージスキャナ、ウはディスプレイ、エはＸＹプロッタである。

求める答えはエとなる。

問４ ア

印刷の所要時間を求める問題である。
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Ａ、Ｂ、Ｃの印刷機を空いた順に使用す

るとして、スケジューリングすると右の図

のようになる。

図より、Ａ＝１５、Ｂ＝１２、Ｃ＝１１

となり、印刷時間の長い順はＡ、Ｂ、Ｃと

なる。求める答はアとなる。

問５ ウ

プリンタの解像度の単位に関する問題である。

比較対照にデータ信号速度、データ伝送速度、印刷速度などがある。

アのbpsはデータ信号速度の単位で、１秒間に転送できるビット数を表す。

イのcpsはデータ伝送速度で、１秒間に伝送できる文字数を表す。

ウのdpiはプリンタの１インチの中のドット数を表す単位で、解像度を表す。求める答えはウ

となる。

エのppmは１分間に印刷できるページ数を表す単位である。

問６ エ

各種プリンタとその特徴に関する問題である。

アのインクジェットプリンタは、ノズルからインクを吹き付けて印字する方式のプリンタで、

感熱式プリンタ、インパクトプリンタに比べ、高速、低騒音、精細でレーザプリンタより安価で

ある。インパクトを利用しないためカーボン複写には対応できない。

イのドットインパクトプリンタは、文字をドットの集まりで表現する方式で、ドットに対応す

るワイヤでインクリボンを叩いて印字する。漢字や図形にも対応できる。

ウの熱転写プリンタは、印字ヘッドを加熱し、インクリボンのインクを溶かして普通紙に印字

する方式のプリンタで、印字速度は遅いが安価である。カラー印刷用のリボンを使用すればカラ

ー印刷も可能である。

エのレーザプリンタは、文字パターンをレーザ光線により作成し印字するもので、鮮明な文字

や図形を高速で印字できるが高価である。求める答えはエとなる。

問７ ア

レーザプリンタに関する問題である。

レーザプリンタは、レーザビームで感光体上を走査し、画像を生成する方式のページプリンタ

である。性能として問題になるのは、解像度と印刷速度である。解像度を向上させるために、ポ

リゴンミラーの回転精度や回転ムラの改善が重要である。印刷速度は１分間の印刷枚数で表す。

レーザプリンタの性能指標は、１インチ当たりのドット数と１分間に印刷できるページ数であ

る。求める答えはアとなる。

問８ エ

ページプリンタに関する問題である。

ページプリンタは、１ページ分の印刷イメージをプリンタのメモリ上に保管して、ページ単位
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に印刷するプリンタである。感光ドラムにパソコンから送出された印刷するイメージを転写する

仕組みである。ページプリンタにはページ記述言語やアウトラインフォントをなどを内蔵してい

るものが多い。

アの印刷イメージをライン単位で作るは誤りである。ページ単位に作る。

イのラインごとに印刷するは誤りである。ページ単位に印刷する。

ウの漢字フォントにはアウトラインフォントも使用する。

エの画像と漢字テータをビットマップ形式に展開して、印刷イメージを作るは適切な記述であ

る。求める答えはエとなる。

問９ エ

解像度に関する問題である。

解像度はディスプレイの表示やプリンタの印刷、スキャナーの読み取りなどの精細さを表す値

である。単位はｄｐｉで、１インチ幅当たりのドット数を表す。

スキャナーでインチ当たり６００ドットの解像度で読み取り、これを解像度３００ｄｐｉで印

刷すると、６００ドットの表示に２インチ幅必要となる。印刷時には幅方向が２倍、縦方向が２

倍になり、全体としては４倍の画像に拡大される。求める答えはエとなる。

問10 エ

有機ＥＬディスプレイに関する問題である。

アのＣＲＴディスプレイは、ブラウン管を使用した表示装置で、パソコンをはじめとする各種

コンピュータの表示装置に利用されている。

イの液晶ディスプレイは、アクティブマトリックス液晶の一つで、画面の各ドットを薄膜トラ

ンジスタで制御する。液晶自体は発光しないため、バックライトなどの光源が必要である。

イのプラズマディスプレイは、放電によって発生する光を利用する薄型のディスプレイである。

エの有機ＥＬディスプレイは、電極の間に電気を通すと発光する特殊な有機化合物を挟んだ構

造になっている。低電圧駆動、低消費電力で、応答速度も高速で、自発光型なのでバックライト

を必要としない特徴がある。求める答えはエとなる。

問11 エ

有機ＥＬディスプレイに関する問題である。

有機ＥＬディスプレイは、電極の間に電気を通すと発光する有機化合物を挟んだ構造で、自光

型なので画面は明るく鮮明であり、バックライトを必要としないので、パネルを極めて薄く作れ

る。応答速度も速く、動画データもスムーズに再生できる。しかし、有機材料に電気を通し続け

ると材料が劣化するため寿命が短い欠点がある。

ア、イ、ウは液晶ディスプレイの特徴であり、エが有機ＥＬディスプレイの特徴である。求め

る答えはエとなる。

問12 ウ

ＬＥＤ点灯回路に関する問題である。

出力ポートが、６Ｄ＝０１１０１１０１であるから、点灯するセグメントはｇ，ｆ，ｄ，ｃ，
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ａとなる。従って、数値の５となり、求める答えはウとなる。

問13 ウ

液晶ディスプレイに関する問題である。

液晶ディスプレイは、液晶に電圧をかけると分子の配列が変化し不透明から透明に変化し、光

の透過をコントロールできる液晶の性質を利用した表示装置である。電圧の変化によって光を通

すか、遮断するかを制御し画面に表示する。カラーの表現はＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタを使っ

て表示する。液晶自体は発光しないので、光源を液晶の後ろに配置するバックライト方式や横に

配置するサイドライト方式がある。

ＴＦＴ液晶ディスプレイの特徴

① 薄型軽量で消費電力が少ない。

② 画面のちらつきがない。

③ コントラスト、階調表示、応答速度の面で遜色ない。

④ 構造が複雑で高価である。

⑤ 視野角が狭い。

⑥ 高い垂直走査周波数で正しく表示できない。

アは有機ＥＬディスプレイ、イはＣＲＴディスプレイ、ウは液晶ディスプレイ、エはプラズマ

ディスプレイである。求める答えはウとなる。

問14 エ

ディスプレイの文字のドット数を求める問題である。

１２ポイントの文字のインチサイズは、１２×(１／７２)＝１２／７２＝１／６

インチ当たりのドット数は９６であるから、１２ポイントの文字のドット数は

９６×(１／６)＝９６／６＝１６

１６ドットなる。求める答えはエとなる。

問15 ア

プラズマディスプレイに関する問題である。

プラズマディスプレイは、ガス放電によるプラズマ光で画像を表示する方式のディスプレイで

ある。２枚のガラス基板をわずかな間隔で配置し、その中に希ガスを入れた構造で、高電圧をか

けると放電により紫外線を発生し、紫外線がガラス基板内部の蛍光体に当たって発光する。薄く、

軽くできるのが最大の特徴である。液晶ディスプレイに比較して視野角が広い利点があるが、消

費電力が多く、コストが高いのが欠点である。大型テレビ用に用いられている。

アがプラズマディスプレイ、イは液晶ディスプレイ、ウは有機ＥＬディスプレイ、エはＣＲＴ

ディスプレイであり、求める答えはアとなる。

問16 イ

静電容量方式のタッチパネルに関する問題である。

タッチパネルは、液晶パネルのような表示装置とタッチパッドのような位置入力装置を組み合

わせた電子部品であり、画面上の表示を押すことで機器を操作する入力装置である。
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静電容量方式のタッチパネルは、指先と導電膜との間での静電容量の変化を捉えて位置を検出

する。指がセンサ表面に近づくだけで静電結合が起きるため、接触前でのカーソル表示のような

ことが可能となる。押さえるものは指や指と同等の静電的な導電性のものである必要がある。

アは赤外線方式、イは静電容量方式、ウは抵抗膜方式、エはマトリックス・スィッチ方式であ

る。求める答えはイとなる。

問17 イ

ＵＳＢの転送モードに関する問題である。

アのアイソクロナス転送は音や映像などのリアルタイムで送るデータ転送に用いる。

イのインタラプト転送はキーボードやマウスなどの割込みを必要とする転送に用いる。求める

答えはイとなる。

ウのバルク転送はモデムなどのエラー訂正が可能な転送に用いる。

エのコントロール転送はデバイスの認識などの転送に用いる。

問18 エ

ＵＳＢの特徴に関する問題である。

ＵＳＢの特徴

① 接続が簡単で、部品コストが安い。

② 接続できる周辺機器は、キーボード、マウス、モデム、スピーカー、プリンタ、スキャナ、

ＭＯ、ＣＤ-ＲＷなどがある。

③ 電源を入れたままで接続できるホット・プラグ・インとプラグ・アンド・プレイに対応し

ている。

④ １台のパソコンを中心としたツリー構造を用いて接続する。

⑤ 最大１２７デバイスまでの接続が可能である。

⑥ デバイスはホストを通じて管理され、デバイス同士でデータをやり取りすることはできな

い。

⑦ データ転送速度は、フルスピードモードで１２Ｍbps、ロースピードモードで１.５Ｍbps

である。ＵＳＢ２では３６０～４８０Ｍbpsが得られる。

⑧ プリンタやスキャナーはフルスピードモードを使用し、キーボードやマウスはロースピー

ドモードを使用する。

⑨ 最大ケーブル長は、フルスピードモードで５ｍ、ロースピードモードで３ｍである。

⑩ 音や映像などのリアルタイムで送る必要のあるデータ転送にはアイソクロナス転送を使用

する。

⑪ キーボードやマウスなどの割込みを必要とするものにはインタラプト転送を用いる。

⑫ モデムなどにはエラー訂正が可能なバルク転送を使用する。

⑬ デバイスの認識などではコントロール転送を用いる。

アのＵＳＢはパソコンと周辺機器を接続するシリアルインターフェースであり、パラレルイン

ターフェースではない。

イの転送方式は、ハイスピードモード、フルスピードモード、ロースピードモードがあり、機

器によって使用するモードが異なる。



- 6 -

ウの内容はモデムの説明である。

エの３つのデータ転送モードの内容の記述は適切である。求める答えはエとなる。

問19 ア

標準インターフェイスのＩＥＥＥ１３９４とＵＳＢに関する問題である。

ＩＥＥＥ１３９４の特徴

① データ転送速度は１００Ｍbps、２００Ｍbps、４００Ｍbpsの高速である。

② 転送方式は、音や映像に適したアイソクロナス方式である。非同期転送方式やブロードキ

ャスト転送方式をサポートしている。

③ 最大６３ノードまで接続可能である。

④ 電源を入れたままで機器を抜き差しできるホットプラグやプラグ・アンド・プレイに対応

できる。

⑤ デジタルビデオ・カメラやオーディオ機器などの接続も可能である。

⑥ ディジーチェーンやツリー構造での接続が可能である。

⑦ ホストのパソコンがなくても使用可能である。

アの電源を入れたまま着脱が可能である内容は両者の共通的な特徴である。求める答えはアと

なる。

イの最大転送速度は、４００Ｍbpsレベルにあり、１０Ｍbpsレベルではない。ＵＳＢ１は最大

で１２Ｍbpsである。

ウのＩＤの設定はＳＣＳＩの場合である。

エの転送方式はパラレル方式ではなくシリアル方式である。

問20 エ

ＵＳＢの接続方法に関する問題である。

ＵＳＢは、各機器をハブを用いてツリー構造に接続し、最大１２７台まで接続することができ

る。ハブ同士はデイジーチェーン方式で接続する。

ア、イ、ウの接続方式はハブが使用されていないので誤りである。

エはＵＳＢはツリー構造、ハブはデイジーチェーン方式で接続されているので正しい。求める

答えはエとなる。

問21 ウ

ＵＳＢに関する問題である。

アのＰＣ内蔵型のＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤのインタフェースはＩＤＥインタフェースであり、Ｕ

ＳＢはパラレルインタフェースでなく、シリアルインタフェースである。

イのＵＳＢの接続はツリー構造である。

ウのハブを介してツリー状に機器を接続できるシリアルインタフェ－スは正しい。求める答え

はウとなる。

エの赤外線を使用したインタフェースはＩｒＤＡである。
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問22 イ

ＵＳＢに関する問題である。

アの接続方式はツリー構造でディジーチェーン方式ではない。誤りである。

イのパソコンを中心とした接続、複数の転送モードがある内容はＵＳＢの特徴に関するもので

ある。求める答えはイである。

ウのモデム用のインタフェースはＲＳ-２３２Ｃである。

エのパラレルインタフェースはＳＣＳＩである。ＵＳＢはシリアルインタフェースである。

問23 エ

ＵＳＢハブに関する問題である。

ＵＳＢハブは、ＵＳＢ機器を複数接続する際に使用する中継器である。最大１２７台の周辺機

器をハブを介してツリー状に接続できる。規格ではツリーは６階層、ハブは最大５台まで１台の

パソコンに接続できる。

アのクロスケーブルは同じ機器同士を接続する際に、信号の送受信端を接続するために使用す

る。ハブの接続はストレートケーブルを使用する。

イのハブの接続は、ホットスワッピングの特性があり、電源を入れたまま接続できる。

ウのハブを経由した接続は、１台のパソコンを中心にしたツリー構造の接続であり、複数のパ

ソコンを接続できない。

エのハブを利用した接続機器の台数は、ハブを含めて最大１２７台である。求める答えはエと

なる。

問24 ア

シリアルインタフェースに関する問題である。

アのＲＳ２３２Ｃは、シリアルインタフェースの規格であるから、モデムを追加接続するため

には、拡張スロットにシリアルインタフェースボードを接続する必要がある。求める答えはアで

ある。

イのパラレルインタフェースでは規格が合わない。

ウのピン配列を変換したシリアルポートに接続するのはパソコン同士の接続の場合であり、パ

ソコンとモデムの接続には適さない。

エの分岐用のコネクタを使用しても、シリアルをパラレルに変換することはできない。ＲＳ２

３２Ｃはシリアルインタフェースである。

問25 イ

入出力インタフェースＩｒＤＡに関する問題である。

アのＩＥＥＥ１３９４は、パソコンと周辺機器を結ぶシリアルインタフェース規格である。Ｕ

ＳＢインタフェースよりもデータ転送速度が速く、拡張性に富む。

イのＩｒＤＡは、赤外線を使ってデータを転送するための通信規格で、ノートパソコンからデ

スクトップパソコンやプリンタ、ＰＤＡなどに無線でデータを送ることができる。求める答えは

イとなる。

ウのＰＩＡＦＳは、ＰＨＳを使った標準伝送プロトコルである。
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エのＲＳ－２３２Ｃは、モデムやＰＤＡ、デジタルカメラなどの周辺機器とパソコン間をデー

タ転送に用いるシリアルインタフェースである。

問26 ア

Bluetoothに関する問題である。

アのBluetoothは、ノートパソコンとデジタル携帯電話、携帯情報端末などを無線で結ぶため

の通信規格で、無線通信に２.４ＧHzの電波を使う。通信距離は１０ｍ、最大データ転送速度は

１Ｍbps(実行速度は721kbps)であり、間仕切りされたＰＣへファイル転送が可能である。求める

答えはアとなる。

イのＩＥＥＥ１３９４は、パソコンと周辺機器を結ぶシリアルインタフェース規格である。Ｕ

ＳＢインタフェースよりもデータ転送速度が速く、拡張性に富む。

ウのＩｒＤＡは、赤外線を使ってデータを転送するための通信規格で、ノートパソコンからデ

スクトップパソコンやプリンタ、ＰＤＡなどに無線でデータを送ることができる。

エのシリアルＡＴＡは、内蔵のハードディスクやＣＤ－ＲＯＭドライブを接続するインタフェ

ースの規格で、現在のＡＴＡ仕様で採用されていたパラレル転送方式を、シリアル転送方式に変

更したものである。

問27 エ

Bluetoothに関する問題である。

Bluetoothは、ノートパソコンとデジタル携帯電話、携帯情報端末などを無線で結ぶための通

信規格で、無線通信に２.４ＧHzの電波を使う。通信距離は１０ｍ、最大データ転送速度は１Ｍb

ps(実行速度は721kbps)であり、間仕切りされたＰＣへファイル転送が可能である。

アはＵＳＢの機器接続に関するもの、イはＰＨＳの通信距離、ウは赤外線通信、エはBluetoot

hである。求める答えはエとなる。

問28 イ

高速バスに関する問題である。

バスは、３つに分類することができる。ＣＰＵや主記憶を接続する超高速バス(メモリバスま

たはプロセスバスと呼ぶ)、グラフィックス制御機構やハードディスクなど高速性が要求される

周辺装置を結ぶ高速バス、キーボードやマウス、フロッピーディスクなど速度の遅い周辺装置を

結ぶ低速バスである。

キーボード／マウスインタフェース、ハードディスクインタフェース、プリンタインタフェー

ス、フロッピーディスクインタフェースのうち、高速バスを利用するのはハードディスクインタ

フェースであり、求める答えはイとなる。

問29 エ

入出力インタフェースに関する問題である。

入出力インタフェースは、パソコンとその周辺装置を接続するためのインタフェースで、ＲＳ

-２３２Ｃ、ＳＣＳＩ、ＵＳＢ、セントロニクス、ＧＰ-ＩＢなどがある。

① ＲＳ-２３２Ｃはコンピュータとモデムを接続するためにＥＩＡが規格化したもので、シ
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リアル転送である。

② ＳＣＳＩはパソコンなどの小型コンピュータと周辺装置のインタフェースで、ハードディ

スク装置、ＣＤ-ＲＯＭ、ＭＯ、イメージスキャナなどの装置に利用する。パラレル転送、

双方向、接続はディジーチェーン方式などの特徴がある。ＳＣＳＩ３ではシリアル転送にな

っている。

③ ＵＳＢはパソコンと周辺機器を接続するインタフェースで、電源を入れたまま接続できる

ホット・プラッグ・イン、プラグ・アンド・プレイなどの特徴をもっている。データ転送速

度は、フルスピードモード、ロースピードモードがあり、接続機器によって選択して利用さ

れる。シリアル転送である。

④ セントロニクスはプリンタを接続するための規格である。パラレル転送で、転送方向が一

方向が特徴である。

⑤ ＧＰ-ＩＢは計測器をコンピュータに接続するために規格化されたものである。パラレル

転送、双方向、最大１５台まで接続可能の特徴がある。

セントロニクスはパラレル転送、ＲＳ-２３２Ｃはシリアル転送、ＳＣＳＩはパラレル転送で

ある。求める答えはエとなる。

問30 ウ

入出力インタフェースＳＣＳＩの接続方式に関する問題である。

ＳＣＳＩの特徴

① データ転送速度は最大５ＭＢ／秒

② ８ビットずつ並列転送

③ 装置は最大８台まで接続できる。

④ 接続は数珠状にケーブルで接続し、最終端にはターミネータをつける。

アのＰＣＩは３２ビットバス規格で、最大データ転送速度は１３３ＭＢ／秒である。高速なデ

ータ転送能力が必要なグラフィックスボードやＳＣＳＩボードに利用されている。

イのＲＳ２３２Ｃはシリアルインタフェースとして採用されている接続規格で、パソコンとモ

デムなどの機器でデータのやり取りに用いる。規格上の通信速度の上限は１１５.２Kbpsである。

規格ではコネクター形状や物理的条件が定められている。

ウのＳＣＳＩは、パソコンなどの小型コンピュータとハードディスクや光ディスク、レーザプ

リンタなどの周辺機器を接続するためのインタフェース規格である。求める答えはウとなる。

エのセントロニクスはパソコンとプリンターの間のインタフェース規格である。コネクターは

３６ピン、パラレル転送である。

問31 ア

ディジーチェーン方式に関する問題である。

ディジーチェーン方式はチャネルと複数の入出力装置を共通バスで芋づる式に接続する方式で

ある。ＳＣＳＩ規格の機器やＵＳＢハブ同士、ＩＥＥＥ１３９４とデジタルビデオカメラやオー

ディオ製品などの家電機器とＰＣの接続などはディジーチェーン方式に接続できる。

イ、ウ、エはハブを使用してスター状に接続する。求める答えはアとなる。
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問32 イ

システムバスに関する問題である。

システムバスはパソコンのマザーボード上のバスのうち、ＣＰＵとメモリ、チップセットの間

を接続するバスのことである。バス幅と動作周波数がパソコンの処理性能に大きく影響する。パ

ソコンなどのシステムバスの動作周波数は従来は６６ＭHzや１００ＭHzが主流であったが、最近

は１３３ＭHzや４００ＭHzのパソコンもある。

アはＲＳ-２３２Ｃに関する記述である。

ウはモデムの説明、エはＤＭＡの説明である。

イのコンピュータ内部の複数の装置が共有するデジタル信号伝送路がシステムバスの説明であ

る。求める答えはイである。

問33 エ

シリアルＡＴＡに関する問題である。

シリアルＡＴＡは、内蔵のハードディスクやＣＤ－ＲＯＭドライブを接続するインタフェース

の規格で、現在のＡＴＡ仕様で採用されていたパラレル転送方式を、シリアル転送方式に変更し

たものである。パラレル方式のＡＴＡ仕様では転送速度は最も高速なもので１３３ＭＢ／ｓであ

るが、シリアルＡＴＡの最初の規格では転送速度は１５０ＭＢ／ｓと、従来の約１.４倍の速度

を実現している。更に、転送速度は３００ＭＢ／ｓに引き上げられ、今後も拡張を続け、７５０

ＭＢ／ｓも期待されている。また、ホストコントローラとドライブが１対１でデータをやり取り

するポイントツーポイントインタフェースを用い、１チャネル１デバイスになり、マスタ/スレ

ーブの区別がなく、オーバヘッドも減少している。ポートマルチプライヤを使用しポート数を拡

張して、デバイス数を１５まで増加させることができる。

アのマスタ／スレイブは使用しない。

イはハードディスク、ＣＤ－ＲＯＭドライブなどに使用する。

ウのチャネルの構成はポイントツーポイントの１チャネル１デバイス方式であるため、ポート

を束ねて高速化していない。

エはポートマルチプライヤを使用してポート数を拡張することができる。求める答えはエとな

る。

問34 エ

シリアルＡＴＡに関する問題である。

アのＳＡＳとＳＡＴＡの双方向互換性はない、ＳＡＴＡ規格のデバイスをそのままＳＡＳコネ

クタに接続する事が可能であるが、その逆のＳＡＴＡインターフェースにＳＡＳデバイスを接続

する事は不可能である。

イの接続方法はディジーチェーン方式は使用できない。接続は１対１対応である。

ウのパラレルＡＴＡとのケーブル、コネクタに互換性はない。

エのホットスワップ対応は可能である。求める答えはエとなる。

問35 ウ

入出力インタフェースの特徴の記述に関する問題である。
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アのＩＤＥは、パソコンと内蔵用のハードディスクを接続するためのインタフェースで、ＤＯ

Ｓ／Ｖ機のハードディスク用インタフェースとして普及した。現在ではエンハンストＩＤＥが標

準になっている。モデムやマウスの接続は誤りである。

イのＲＳ-２３２Ｃは、シリアルインタフェースとして採用されている規格で、モデムなどの

機器とパソコンとの間でデータをやり取りするのに用いる。パラレル転送は誤りである。

ウのＵＳＢは、パソコンと周辺機器を結ぶインタフェースで、キーボードやマウス、モデム、

プリンター、スキャナー、ＭＯ、ＣＤ-ＲＷなどの接続に利用する。最大１２７デバイスまでの

接続が可能である。データ転送速度は１２Ｍbpsのフルスピードモードと１.５Ｍbpsのロースピ

ードモードの２種類がある。各デバイスは使用目的に応じたモードを利用する。プリンタやスキ

ャナーはフルスピードモードを利用する。求める答えはウである。

エのセントロニクスは、パソコンのパラレルインタフェース規格の一つで、８ビットのデータ

信号線と数本の制御信号線からなる。プリンタとの接続にこのインタフェースを利用する。赤外

線通信規格はＩｒＤＡである。

問36 ア

Ｄ／Ａ変換器の分解能に関する問題である。

分解能は、測定精度の限界であり、分解能（ビット数）が高くなるほど、測定の精度が向上す

る。ｎビットＡ／Ｄ変換器の分解能は、最大入力範囲を２ｎ分割した数となる。１２ビットＡ／

Ｄ変換器の分解能は２１２＝４,０９６で割った数字になる。

ディジタル値０の時、出力電圧０Ｖであり、ディジタル値１２８＝２７の時、出力電圧が２.５

Ｖであるから、最下位の１ビットを変化させたときの出力電圧の変化は２.５／１２８Ｖとなる。

求める答えはアとなる。

問37 ウ

電力量の計算問題である。

電力量は次式で計算する。

電力量(Ｗｈ)＝電圧(Ｖ)×電流(Ａ)×力率×時間(ｈ)

求める電力量は １００×１０×１×１.５＝１５００(ＫＷｈ)

求める答えはウとなる。

問38 ウ

定格出力に関する問題である。

入力Ｉと出力Ｏ、効率Ｒとすると、次の関係になる。

Ｒ＝(Ｏ／Ｉ)×１００

Ｏ＝５００Ｗ、Ｒ＝８０％として、Ｉを求めると

Ｉ＝５００／０.８＝６２５(Ｗ)

求める答えはウとなる。

問39 エ

チャネル制御に関する問題である。
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チャネルは、処理装置に代わって入出力を担当するコンピュータである。汎用コンピュータで

は処理装置と入出力装置の完全な平行動作を行うために、入出力専用のチャネルを設けている。

処理装置から指示されたＣＣＷからなるチャネルプログラムによって、処理装置から独立して動

作する。入出力動作が完了すると入出力割込みによって制御装置に完了を通知する。

アのチャネルの制御は入出力の両者を制御する。出力動作のみは誤りである。

イの入出力動作以外の動作も管理するは誤りである。

ウのチャネルの制御は入力動作のみを制御するは誤りである。

エの入出力動作の管理、完了後の入出力割込の記述はチャネルに関するものである。求める答

えはエとなる。

問40 エ

入出力制御方式に関する問題である。

ＤＭＡ方式は、メモリと周辺装置とのデータ転送を、ＣＰＵを介さずに直接に行う方法で、Ｃ

ＰＵを使わないのでＣＰＵの負担が軽減され、データのやり取りが高速で行うことができる。デ

ータ転送は専用のＤＭＡコントローラが行う。

アはパリティチェックなどの誤り制御方式に関する内容である。

イのＣＰＵの処理速度との関係は、メモリ－メモリ間またはメモリ－Ｉ／Ｏ間のデータ転送で

あり、関係がない。

ウはスプーリング機能に関する内容である。

エのメモリと入出力装置との間のデータ転送にＣＰＵを使用しないが正しい。求める答えはエ

となる。

問41 エ

外部割り込みに関する問題である。

外部割込には、入出力割込、タイマ割込、機械チェック割込などがある。プログラムなどの内

部要因以外の要因によって発生する割込である。

ア、イ、ウは内部割込、エが外部割込である。求める答えはエとなる。

問42 ウ

外部割り込みの原因に関する問題である。

ア、イ、エは内部割込、ウが外部割込である。求める答えはウとなる。

問43 ア

ＤＭＡ方式に関する問題である。

アのＤＭＡは、主記憶装置と入出力装置の間において、データを直接転送するための技法で、

ＣＰＵによるデータの処理を必要としないで、ＣＰＵは他の処理を行うことができる。求める答

えはアとなる。

イのＯＣＲは、文字を光学的に読み取ることができる装置である。

ウのＶＬＳＩは、集積回路の１種で超高密度集積回路である。

エのＤＡＴは、音声をデジタル方式で磁気テープに記録して、録音再生するための装置である。
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デジタルオーディオ用に開発されたが大容量の記録ができるためバックアップメディアとして利

用されている。

問44 ウ

割込に関する問題である。

割込は、現在実行しているプログラムを何らかの理由で中断し、他のプログラムを実行するこ

とである。割込が発生すると、割込の要因に応じて割込処理プログラムの実行が開始される。処

理の中断の原因となる要因を割込要因という。

プログラムが入出力処理を依頼するための割込みはスーパーバイザコール割込である。求める

答えはウとなる。

問45 イ

記述内容から割込原因を判定する問題である。

アの入出力割込みは、入出力動作を要求したプログラムの入出力動作の終了を知らせる割込み

である。

イの機械チェック割込みは、処理装置の誤動作や主記憶装置の障害、電源異常などが発生する

と起こる割込みである。求める答えはイである。

ウのプログラム割込みは、プログラム実行中にプログラム自身に起因するエラーが発生した場

合にプログラムの実行を中止する割込みである。

エのスーパバイザコールは、プログラムの実行中にプログラムが入出力処理を行う場合に、こ

の処理を制御プログラムに依頼するための割込みである。

問46 ウ

割込の記述に関する問題である。

アのタイマ割込は外部割込の一種であり、内部割込ではない。

イの割込の発生要因は外部割込はハードウェアに起因するものであるが、内部割込はソフトウ

ェアに起因する割込である。割込はソフトウェアで発生させることもある。

ウの入出力割込は一つのプログラムが入出力の必要性が生じたときに、他のプログラムでＣＰ

Ｕを占有する場合に使用する。この時には入出力装置と制御装置が並行動作する。求める答えは

ウとなる。

エの割込の発生と制御装置の停止に関する問題は、割込が発生するとその割込処理に制御装置

が使用されたり、他のプログラムの制御をしたりするため制御装置は停止しない。

問47 イ

内部割込に関する問題である。

内部割り込みは、実行中のプログラムに起因する割込みで、監視プログラムコール、プログラ

ム割込みがある。その他の割込みは外部割込みで、タイマ割込み、機械チェック割込み、入出力

割込み、コンソール割込みが相当する。

ア、ウ、エは外部割り込み、イは内部割込である。求める答えはイとなる。
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問48 ウ

内部割込に関する問題である。

内部割り込みは、実行中のプログラムに起因する割込みで、監視プログラムコール、プログラ

ム割込みがある。その他の割込みは外部割込みで、タイマ割込み、機械チェック割込み、入出力

割込み、コンソール割込みが相当する。

ア、イ、エは外部割込、ウのスーパバイザ割込が内部割込である。求める答えはウとなる。

問49 エ

割込に関する問題である。

割込は、プログラム実行中にそのプログラムを一時的に中断して、別のプログラムを実行する

機能である。プログラムを中断する場合、再開のための情報をメモリに退避させる。

複数の割込が同時に発生する場合があるので、割り込み処理には優先順位がある。

アの再開に必要な情報の退避場所が磁気ディスクではメモリの特定の領域である。

イのアプリケーションが割込を関知する必要はない、制御プログラムが行う。

ウの入出力装置からの動作完了の通知は外部割り込みに分類される。

エの複数の割込発生に備えて、割込原因別に優先順位を付けるは正しい記述である。求める答

えはエとなる。

問50 エ

割込み処理の流れに関する問題である。

割り込み制御の流れ

① プログラムの命令を一つ実行する。

② 割込の要求が発生しているかを調べに行く。

③ 割込の要求が発生している場合、その割込の原因を調べる。

④ 割込が成立した場合は、現在実行中のプログラムを中断し、再開に必要な情報をメモリに

退避する。

⑤ 割込原因に対する割込処理プログラムを実行する。

⑥ 割込処理が終了すると、中断したプログラムの退避した情報を復帰させ、中断したプ ロ

グラムを再開する。

割込み処理の実行前に処理する内容は、再開に必要な情報をメモリに退避することであり、レ

ジスタ類の退避が相当する。求める答えはエとなる。

問51 ウ

割込発生プロセスの処理手順に関する問題である。

システムの安定性およびセキュリティ向上のため、ユーザアプリケーションはユーザモードで

稼動する。ユーザアプリケーションがデバイスＩ／Ｏなどユーザモードでは実行できない命令を

実行する際には、システムコールを通じてＯＳに当該処理を依頼する。ＯＳはシステム上で唯一

特権モードを使用できるプログラムであり、ＣＰＵ動作モードを特権モードにスィッチして当該

処理を実行する。

割り込み制御の流れに関しては、問12を参照。
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割込要求が発生している場合、特権モードにスィッチして、④、⑤の処理を実行する。次の順

序で行う。①ユーザモードから特権モードへの移行、②プログラムレジスタなどの退避、③割込

処理ルーチンの開始番地の決定、④割込処理ルーチンの実行となる。答えは、②→①→③→④と

なり、求める答えはウとなる。

問52 エ

割込のスーパバイザーコールに関する問題である。

アの入出力割込みは、入出力動作を要求したプログラムの入出力動作終了を報告する割込であ

る。多重プログラミングの場合の入出力制御の基本で、チャネルからの入出力処理の通知や入出

力処理での異常が発生したときに発生する割込である。

イの外部割込みは実行中のプログラム外から割り込まれる割込みで、機械チェック割込み、タ

イマ割込み、入出力割込み、コンソール割込みなどが該当する。

ウのプログラムチェック割込みは、プログラムを実行中に、プログラム自身に起因するエラー

が発生した場合にプログラムの実行を中止する割込である。わり算の処理で除数がゼロになった

場合の計算結果は誤りとなる。この場合、計算を継続するのは無駄なことなので、プログラムの

実行を強制的に終了させる。このようなエラーの場合、エラー件数が一定回数になるまでそのま

ま続ける場合もある。

エのスーパバイザコールはプログラムの実行中にプログラムが入出力処理を行う必要が生じた

場合、扱うファイルに対してオープンやクローズ処理が必要であり、これらの処理は制御プログ

ラムの特定のルーチンを使用するため、制御プログラムにそれを促す割込である。求める答えは

エである。

問53 ウ

外部割込に関する問題である。

外部割込は、プログラムの実行中に周辺装置などの外部からの要因によって発生する割込であ

り、入出力の終了や異常による入出力割込、プロセッサや主記憶装置の誤動作、電源異常による

機械チェック割込、タイマー割込、コンソール割込などがある。

ア、イ、エは内部割込であり、ウが外部割込となる。求める答えはウとなる。

問54 ア

外部割込に関する問題である。

外部割込は、プログラムの実行中に、ユーザーがマウスやキーボードを操作したり、システム

のタイマーが動作したり、ハードウェアの故障や電源の異常やネットワークからデータが送られ

てきたりした際に、発生する割込である。実行中のプログラムのトラブルなどが原因で発生する

割り込みは、内部割込である。

アは外部割込、イ、ウ、エは内部割込である。求める答えはアとなる。

問55 ウ

プログラム割込の原因に関する問題である。

プログラム割込はプログラムの処理が要因となって起動する割込である。プログラムが設定し
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た条件判定などに従って起きる割込と共に、プログラムの記述の誤り、論理的な不整合、ゼロ除

算などが原因で発生する割込である。

アは入出力割込、イは機械チェック割込、ウがプログラム割込、エがタイマ割込である。求め

る答えはウとなる。

問56 エ

割込の記述に関する問題である。

Ａはタイマ割込み、Ｂは入出力割込み、Ｃはスーパバイザコールである。共に、タスクの状態

遷移と関係のある割り込みである。求める答えはエとなる。

問57 ウ

割込の優先レベルに関する問題である。

割込処理には優先レベルがあり、次の順序で処理される。

① 緊急処理の必要なハードウェア的割込

② ソフトウェア的割込で、マシン命令に同期していない割込

③ 命令実行例外やメモリアクセス例外などのマシン命令に同期する割込

④ 迅速な処理が必要な高速入出力装置からの入出力割込

⑤ 低速入出力装置からの割込

⑥ ユーザプロセスなどが起こす内部割込

アの０の除算は、命令実行例外で、③のレベルになる。

イの記憶保護エラーは、③のレベルになる。

ウの電源異常は、緊急度が最も高い①のレベルにある。求める答えはウとなる。

エの入出力割込は、④または⑤のレベルである。

問58 イ

外部割込に関する問題である。

割込は、現在実行しているプログラムを何らかの理由で中断し、他のプログラムを実行するこ

とである。割込が発生すると、割込の要因に応じて割込処理プログラムの実行が開始される。処

理の中断の原因となる要因を割込要因という。

外部割込みは、プログラムなどの内部要因以外の要因によって発生する割込で、タイマ割込み、

機械チェック割込み、入出力割込み、コンソール割込みが相当する。内部割り込みは、実行中の

プログラムに起因する割込みで、監視プログラムコール、プログラム割込みがある。

ア、ウ、エは内部割込、イは外部割込である。求める答えはイとなる。

問59 エ

ＵＳＢ３.０に関する問題である。

ＵＳＢ３.０は最大データ転送速度５.０Ｇbpsで、ＵＳＢ２.０の１０倍の速度がある。ＵＳＢ

３のポートは端子が青くなっており、ＳＳという文字が刻印されていることもある。ＵＳＢ３に

対応した機器をパソコン側のＵＳＢ３のポートに接続した時にはじめて ＵＳＢ３の速度がで

る。ＵＳＢ３のメモリを従来のＵＳＢ２のポートに接続しても速度の上限は ＵＳＢ２になり、
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ＵＳＢ２のメモリをパソコン側のＵＳＢ３のポートに接続しても速度の上限はＵＳＢ２になる。

アは１０００BASE-T、イはSerial SATA、ウはIEEE1394、エはＵＳＢ３.０の説明である。求め

る答えはエとなる。

問60 イ

ＵＳＢ TypeＣのプラグ側のコネクタの断面図に関する問題である。

ＵＳＢ TypeＣは、USBの次世代規格「USB 3.1」で制定された新しいコネクタ規格である。Mac

BookにＵＳＢ TypeＣポートが搭載され、最近ではZenBookやLIFEBOOKなどのノートパソコンや、

XperiaなどのスマートフォンもＵＳＢ TypeＣに移行してきている。将来的には、ＵＳＢ TypeＣ

はパソコンやタブレット、スマートフォンなどのコネクタがＵＳＢ TypeＣに統一され、機能面

の大きな向上が期待できる。次にその主な特徴を示す。

① 上下・左右の区別がなく、シンメトリーなデザインのコネクタである。

② ホスト側もデバイス側も同じTypeＣコネクタを使用する。

③ マイクロＵＳＢと同等サイズのコンパクトデザインである。

④ 電源供給も映像出力も1本のケーブルで可能である。

⑤ ＵＳＢ TypeＣコネクタを持つ機器は、これまでのＵＳＢコネクタを搭載した機器とも問

題なく接続することができる。

アはＵＳＢ TypeＡ、イはＵＳＢ TypeＣ、ウはＵＳＢ miniＢ、エはＵＳＢ microＢである。

求める答えはイとなる。

問61 ア

カラー表示に必要なビデオメモリの容量を求める問題である。

画面の表示解像度を水平Ｈドット、垂直Ｖドットとし、１ピクセルのカラー表示に必要なドッ

ト数をＣドットとすると、必要な容量ＶＣは次の式で計算できる。

ＶＣ＝Ｈ×Ｖ×Ｃ／(８×１０６) (Ｍバイト)

１０００×８００×１６／(８×１０６)＝１.６

必要な容量は１.６Ｍバイトなり、求める答えはアとなる。

問62 イ

車輪の速度制御に関する問題である。

光センサーの黒色の比率が大きくなると、センサーの出力が小さくなり、車輪の回転速度が下

がる。反対に、光センサーの黒色の比率が小さくなると、センサーの出力が大きくなり、車輪の

回転速度が上がる。

車輪は円周上を動いているため、光センサーが接線方向に向いているときは、両車輪の速度は

バランスしているが、右の車輪が速くなり、右のセンサーの黒色の比率が大きくなると、右のセ

ンサーの出力が減少して右の車輪の速度を下げる方向に制御し、左のセンサーの黒色の比率は小

さくなり、左のセンサーの出力は増大して左の車輪の速度を上げる方向に制御し、左右の速度が

バランスする。逆に、右の車輪が遅くなり、右のセンサーの黒色の比率が小さくなると、右のセ

ンサーの出力が増大して右の車輪の速度を上げる方向に制御し、左のセンサーの黒色の比率は大

きくなり、左のセンサーの出力が減少し、左の車輪の速度を下げる方向に制御し、左右の速度が
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バランスする。

センサーＬ出力値＞センサーＲ出力値の場合、モータＬ回転速度上げる、モータＲ回転速度下

げる。センサーＬ出力値＜センサーＲ出力値の場合、モータＬ回転速度下げる、モータＲ回転速

度上げるとなり、求める答えはイとなる。

問63 ウ

アクチュエーターに関する問題である。

アクチュエータは電動機やエンジンのようにものを動かす駆動装置と、その動作により制御を

行う機械、油・空圧、熱、電磁など物理的な装置のこちである。利用する作動原理（入力・出力

するエネルギー）によりさまざまなものがある。

① 電気系

ソレノイド（電磁弁）、電動機、サーボモータ

② 圧力装置

動力シリンダー（油圧シリンダー・空圧シリンダー・水圧シリンダー・電動シリンダー）

③ 変換機

リニア・アクチュエーター（リニアモーターによる往復駆動装置）

ラバー・アクチュエーター（ゴムチューブへの加減圧による変形を利用した往復駆動装置）

アはＡ／Ｄコンバータ、イは入力装置、ウはアクチュエーター、エはセンサーである。求める

答えはウとなる。

問64 ウ

フィードバック制御に関する問題である。

フィードバック制御は入力と現在の状態を検出した結果と比較して出力を制御する方式であ

る。連続動作する回路及び装置において、装置の出力された結果を装置の入力要素として利用す

ることで、出力の制御をより高精度なもの、安定したものにする方式である。

制御システムは、逐次制御とフィードバック制御に大別される。逐次制御は予め決められた順

序に従って制御されるが、フィードバック制御は目標値と出力結果が必ず比較され、その差を修

正する制御が実行される。フィードバック制御は、自動制御系の多くで採用されている方式であ

り、現在の状態を常時検出することで入力された目標値との比較を行ない、両者が一致するよう

に出力を制御する。位置や角度、回転数等、モーターを利用して制御するフィードバック制御を

サーボ機構という。

アはシーケンス制御、イはフィードフォワード制御、ウはフィードバック制御、エのフィード

バック制御系では必ず結果が利用される。求める答えはウとなる。

問65 イ

ＳＤＲＡＭに関する問題である。

アのＥＥＰＲＯＭは、１バイトまたは１ブロックの消去が電気的に簡単に行え、フローティン

グゲートに電荷を蓄える不揮発性の半導体記憶装置である。集積度は高く、価格は高い。ＩＣカ

ードとして利用される。

イのＳＤＲＡＭは、パソコンの主記憶に使用されているＤＲＡＭで、コンデンスに蓄えられた
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電荷の有無で情報を記憶する。ＰＣ１００ＳＤＲＡＭやＰＣ１３３ＳＤＲＡＭなどがあり、パイ

プラインを利用して１クロックにつき１データが読み出せる。求める答えはイとなる。

ウのＳＲＡＭは、データをフリップフロップにより記憶するため、リフレッシュの必要がない。

高速化、低消費電力化に適したＲＡＭである。

エのフラッシュメモリは、ブロックまたはページ単位で消去でき、フローティングゲートに電

荷を蓄えデータを保持する不揮発性の半導体メモリーで、記憶容量が大きく、デジタルカメラや

パーソナルコンピュータのＢＩＯＳチップなどに広く使われている。

問66 ウ

ベクトルコンピュータに関する問題である。

ベクトルコンピュータは、並列処理によるコンピュータ処理の高速化手法の一つで、科学技術

計算の繰返し処理の高速化を図る。配列Ａ(ｉ)＝Ｂ(ｉ)＋Ｃ(ｉ)の演算で、Ａ、Ｂ、Ｃをそれぞ

れベクトルとして、一つのベクトル命令Ａ＝Ｂ＋Ｃとして実行する。ベクトルの各要素を並列に

読み出し、演算と格納をすることで高速処理を可能とする。

ウの一つの命令で配列中の複数のデータを同時に演算するの記述が正しい。求める答えはウと

なる。

問67 エ

シングルチップマイコンの特徴に関する問題である。

シングルチップマイコンはフラッシュメモリ、ＳＲＡＭなどのメモリを備え、高機能・低価格、

低消費電力の特徴を有しているマイコンで、小型チップの内部に各種の周辺回路機能を内蔵して

いるのが特徴である。Ａ／Ｄコンバータ、ＲＳ２３２Ｃインターフェース、タイマー、液晶表示

器用のコントローラなど各種の周辺機能を内蔵している。求める答えはエとなる。

問68 ウ

ＳｏＣに関する問題である。

ＳｏＣは、１つの半導体チップ上に、必要とされる一連の機能を集積する集積回路の設計手法

である。具体的な製品としてはマイクロコントローラに、特定の装置に特化した専用機能回路を

混在させたものを指すことが多い。

アはマザーボード、イはチップセット、ウはＳｏＣ、エは電子部品である。求める答えはウで

ある。

問69 ア

シーケンス制御に関する問題である。

シーケンス制御は決められた順序や条件に従って制御を進める方法である。

アはシーケンス制御、イは予測制御(フィードフォワード制御)、ウはフィードバック制御、エ

はファジー制御である。求める答えはアとなる。

問70 ア

フィードバック制御に関する問題である。
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フィードバック制御は入力と現在の状態を検出した結果と比較して出力を制御する方式であ

る。連続動作する回路及び装置において、装置の出力された結果を装置の入力要素として利用す

ることで、出力の制御をより高精度なもの、安定したものにする方式である。

自動制御系の多くで採用されている方式であり、現在の状態を常時検出することで入力された

目標値との比較を行ない、両者が一致するように出力を制御する。位置や角度、回転数等、モー

ターを利用して制御するフィードバック制御をサーボ機構という。

アの外乱による影響を検知し、修正する動作の説明は適切な記述である。求める答えはアとな

る。

イの外乱の影響の増幅は適切でない。

ウの外乱の影響が出ないようにするは適切でない。すべての状態において減少するように修正

するとは言えない。通常は次第に減少させる動作をするが、制御系の条件によって乱調を生じた

り激しく振動する場合もある。

エの予測して修正するは適切でない。これはフィードフォワード制御の説明である。

問71 イ

マルチコアプロセッサに関する問題である。

マルチコアプロセッサの各プロセッサコアは基本的に独立しており、それぞれのプロセッサコ

アは他のプロセッサコアに影響されることなく動作できる。マルチコアプロセッサの原理はマル

チプロセッサとほとんど同じで、単に複数のプロセッサコアで処理を分担し、その分だけ性能が

上がるということである。したがって、マルチコアプロセッサに搭載するコアの数を増やせば、

性能アップのペースはしだいに落ちるが、プロセッサの性能は上がっていく。

アのコアの個数をｎ倍すると、性能は向上するが、ｎ倍まで向上しない。

イのマルチプロセッサと比較した場合、消費電力は節約できる。求める答えはイとなる。

ウの共有資源の競合は発生する。

エのマルチコアプロセットとクロック周波数の関係は、電力消費や発熱量を抑制するために、

クロック周波数を高めずに性能を向上させる手段として使用する。

問72 イ

ディジタル化の利点に関する問題である。

アのアナログからディジタルに変換すると丸め誤差が発生する。

イのディジタル化すると、温度変化や外来の雑音を受け難くなる。求める答えはイとなんる。

ウのディジタル化して数値演算すると、２進数に変換する際に丸め誤差が発生する。

エのアナログの電圧を使用して演算する場合、アナログの電圧が変化してディジタル値を得て

演算結果を求めるまでに遅延時間が発生する。

問73 ウ

ひずみゲージに関する問題である。

アのサーミスタは、温度変化に対して電気抵抗の変化の大きい抵抗体のことで、この現象を利

用し、温度を測定するセンサとしても利用する。

イのジャイロは、慣性で角度を検出する計測器である。
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ウのひずみゲージは、物体のひずみを測定するための力学的センサである。高速道路の状態の

監視に利用される。求める答えはウとなる。

エのホール素子は、ホール効果を利用して磁界を検出する素子である

問74 ウ

チャタリングに関する問題である。

アのサンプリングは、アナログ信号の強さを一定時間ごとに採取し、デジタル記録が可能な形

にすることである。

イのシェアリングは、例えばタイムシェアリングは1台のコンピュータのＣＰＵの処理時間を

ユーザー単位に分割することにより、複数のユーザーが同時にコンピュータを利用できるように

したシステムのことであるように、一つのものを分割してある目的に活用することである。

ウのチャタリングは、可動接点などが接触状態になる際に、微細な非常に速い機械的振動を起

こす現象のことである。機械式接点が数ミリ秒の間複数回のオンオフを行う現象である。求める

答えはウとなる。

エのバッファリンクは、複数の機器やソフトウェアの間でデータをやり取りするときに、処理

速度や転送速度の差を補うためにデータを専用に設けられた記憶領域に一時的に保存しておくこ

とである。
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1.4 「補助記憶装置」解答解説

問１ イ

磁気ディスクのファイルラベルに関する問題である。

アのＴＭはテープマークで、ラベル部分とデータ部分との区別をするためのものである。ＴＭ

を２回続けて書込み１巻の磁気テープの終わりを示す。

イのＶＴＯＣは磁気ディスクファイルに設けられているファイルラベルの集合体で、ボリュー

ム内のファイルを管理するための目録である。その内容は、ファイル名、ファイル編成法、ファ

イルの記録領域をシリンダ番号、トラック番号で示したエクステント情報などである。求める答

えはイとなる。

ウのエクステントは磁気ディスク装置などの連続した記憶領域を指す論理的な記憶空間であ

る。

エのボリュームラベルは磁気ディスクや磁気テープなどのボリュームに付けられ、ボリューム

を識別しデータの始まりを示す内部ラベルである。

問２ エ

バリアブル方式による磁気ディスクの容量計算の問題である。

バリアブル方式の磁気ディスクの容量

① ブロックの大きさを次ぎの計算式で求める。

レコードの大きさ×ブロック化因数＋ブロック間ギャップ

② １トラックのブロック数を次ぎの式から求める。

トラックの容量／ブロックの大きさ

③ 全レコード件数のブロック数を求める。

④ 全レコードのブロック数とトラックのブロック数から必要なトラック数を求める。

１ブロック当たりの記憶容量＝３００×２０＋５００＝６５００(バイト)

１トラック当たりのブロック数＝２５２００÷６５００＝３.９

１トラック当たり３ブロックとなる。

全レコードのブロック数＝１０００÷２０＝５０(ブロック)

必要トラック数＝５０÷３＝１６.７ 従って求めるトラック数は１７となる。求める答えは

エとなる。

問３ ウ

磁気ディスクの平均待ち時間を求める問題である。

平均待ち時間は次の式から求めることができる。

平均待ち時間＝シーク時間＋サーチ時間

シーク時間は５ミリ秒である。

サーチ時間(ミリ秒)は次の式で求める。

サーチ時間＝(６０×１０００)／(２×回転数)＝６００００／(２×４２００)＝７.１

平均待ち時間＝５＋７.１＝１２.１≒１２
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求める答えはウとなる。

問４ ウ

セクタ方式による磁気ディスクの容量計算の問題である。

１ブロックの容量＝２００×１０＝２０００(バイト)

１ブロックの必要セクタ数＝２０００÷２５６＝７.８＝８(セクタ)

全ブロック数＝１０００００÷１０＝１００００(ブロック)

必要セクタ数＝１００００×８＝８００００

シリンダ当たりのセクタ数＝４０×１９＝７６０(セクタ／シリンダ)

シリンダ数＝８００００÷７６０＝１０５.２≒１０６(シリンダ)

求める答えはウとなる。

問５ ウ

磁気ディスクのアクセス時間に関する問題である。

アクセス時間は平均シーク時間＋平均回転待ち時間＋データ転送時間で表すことができる。

データ転送速度は１２８ｋＢ／秒であるから、５１２バイトのデータを転送する時間は４ミリ

秒となる。従って、アクセス時間は９＋６＋４＝１９ミリ秒となる。求める答えはウとなる。

問６ イ

磁気ディスクの平均アクセス時間を求める問題である。

１回転に要する時間を求めると

(６０×１０００)／５０００＝１２(ミリ秒)

サーチ時間＝１２÷２＝６(ミリ秒)

データ転送速度＝１５０００／１２＝１２５０(バイト／ミリ秒)

１セクタ５００バイトのデータ転送時間＝５００／１２５０＝０.４(ミリ秒)

シーク時間は２０ミリ秒であるから、必要な平均アクセス時間は

２０＋６＋０.４＝２６.４(ミリ秒)

求める答えはイとなる。

問７ イ

磁気ディスクの平均アクセス時間に関する問題である。

平均アクセス時間は次の式で求める。

平均アクセス時間＝シーク時間＋サーチ時間＋データ転送時間

シーク時間は２０ミリ秒

サーチ時間は磁気ディスクの半回転に要する時間であるから

６０×１０００／(５０００×２)＝６(ミリ秒)

データ転送速度は １５０００／１２＝５０００／４＝１２５０バイト／ミリ秒

４０００バイトの転送時間 ４０００／１２５０＝３.２(ミリ秒)

平均アクセス時間は ２０＋６＋３.２＝２９.２(ミリ秒)

求める答えはイとなる。
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問８ ア

磁気ディスクの平均アクセス時間を求める問題である。

１回転に要する時間を求めると

(６０×１０００)／６０００＝１０(ミリ秒)

サーチ時間＝１０÷２＝５(ミリ秒)

データ転送速度＝１０００００００バイト／秒＝１００００(バイト／ミリ秒)

１０００バイトのデータ転送時間＝１０００／１００００＝０.１(ミリ秒)

シーク時間は１０ミリ秒であるから、平均アクセス時間は

１０＋５＋０.１＝１５.１(ミリ秒)

求める答えはアとなる。

問９ イ

磁気ディスクのデータ管理単位の容量に関する問題である。

容量の大小関係は、シリンダ＞トラック＞セクタの順になる。求める答えはイとなる。

問10 ウ

２つのディスクの平均待ち時間、平均回転待ち時間を求め、評価する問題である。

ディスクＡの平均回転待ち時間、平均待ち時間は

(６０×１０００)÷６０００÷２＝５（ミリ秒）

８＋５＝１３（ミリ秒）

ディスクＢの平均回転待ち時間、平均待ち時間は

(６０×１０００)÷７５００÷２＝４（ミリ秒）

１０＋４＝１４（ミリ秒）

平均待ち時間はディスクＡの方がディスクＢより小さい。平均回転待ち時間はディスクＡの方

がディスクＢより大きい。求める答えはウとなる。

問11 エ

メモリへのデータ格納に関する問題である。

格納の単位は５００バイトのセクタ８個を１つのブロックとして処理する。従って、１ブロッ

クの容量は４０００バイトになる。

２０００バイトのファイルを格納するには、４０００バイトのブロックが１個必要であり、セ

クタ数では８個になる。

９０００バイトのファイルを格納するには、３個のブロックが必要であり、総セクタ数は２４

個となる。

２つのファイルの格納には３２のセクタが必要であり、求める答えはエとなる。

問12 エ

ブロック化因数を求める問題である。

セクタ方式によるディスクの容量計算の方式を利用して、最適なブロック化因数を求める問題

である。解答群に与えられたブロック化因数を使用して、４ケースの利用効率を計算する。ブロ
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ック化因数をｐ、使用セクタ数をｓとすると利用効率ｒは次式で与えられる。

ｒ＝９００ｐ／１２００ｓ＝３ｐ／４ｓ。

１ブロックを格納するセクタ数が１２の約数でない場合の利用効率ｒは上記の式にはならな

い。例えば、ｐ＝６の場合、１ブロックを格納するのに必要なセクタ数は５となるため、１トラ

ック１２セクタでは格納できるブロック数は２で、２セクタ＝２４００バイトが利用されずに残

ることになる。従って、１トラックでの使用されない容量は次のようになる。

(６０００－５４００)×２＋１２００×２＝１２００＋２４００＝３６００

この場合の利用率は

(１４４００－３６００)／１４４００＝０.７５

となり、ｒ＝３ｐ／４ｓ＝(３×６)／(４×５)＝１８／２０＝０.９にはならない。従って、利

用効率ｒ＝３ｐ／４ｓが成立するのはｐ＝１～５の範囲の議論である。

１トラックの容量は１４４００バイトであるから、最大のブロック化因数は１６となる。

１～１６の間のブロック化因数で４の倍数である４、８、１６でブロックに必要なセクタ数が

３、６、１２となり、利用率が最大の１となる。

解答群に対する利用効率を計算する。

ｐ＝１、ｓ＝１２００、ｒ＝３／４

ｐ＝２、ｓ＝２４００、ｒ＝３／４

ｐ＝３、ｓ＝３６００、ｒ＝３／４

ｐ＝４、ｓ＝３６００、ｒ＝１

上記の結果からｐ＝４の時、ｒが最大になる。求める答えはエである。

問13 イ

ＰＣＭ符号化を利用してデジタル化した音声の容量に関する問題である。

ＰＣＭ符号化の原理は、標本化、量子化、符号化の順序でアナログ信号をデジタル化する手法

である。デジタル化された音声の記録時間を求める。

１秒間の情報量に換算すると１１０００バイトである。フロッピーの容量を単位時間の情報量

で割ると次のようになる。

(１.４×１０６)／(１１×１０３)＝０.１２７×１０３＝１２７(秒)

求める答えはイとなる。

問14 エ

順編成ファイルの処理効率を高めるための手段に関する問題である。

ブロック化していないファイルを順アクセスで処理する場合の効率化の対策の検討である。

アの場合、データ量は等しいがファイルを２つ以上に分離するため、ファイルアクセスに時間

が必要になり、現在よりもデータの読み込み時間は長くなる。

イの場合、磁気テープを使用するため磁気ディスクよりもデータ読み込み時間が長くなる。

ウでは直接編成であり、１レコード毎に所在アドレスの計算、シーク、サーチ、データ読み込

みを繰り返すため順編成よりもデータの読み込み時間が長くなる。

エの場合、ブロック化することにより、シーク、サーチの割合が減少し、全レコードを読み込

むための時間は短縮する。求める答えはエとなる。
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問15 ウ

記憶媒体のフォーマットに関する問題である。

フォーマットは、コンピュータ用の記録メディアを初期化することである。記録メディアをパ

ソコンで利用できるようにするためには、記録領域を区域分けして番地を付け、各区域に書き込

む情報を管理する必要がある。これらの一連の処理を初期化(フォーマット)という。

フォーマットには物理ファーマットと論理フォーマットがある。物理フォーマットは記録領域

におけるデータの並べ方を決める。論理フォーマットは記録領域に目次に相当する情報を書き込

む場所を決め、番地を割り振る。

パーティションは１台のハードディスクの記録領域を論理的に区切り、あたかも複数台あるか

のように利用するときの区切りである。

アの初期化の順序は、物理フォーマット、論理フォーマットの順である。

イのディスク上のパーティションは論理フォーマットで行う。

ウの論理フォーマットはファイルシステムの管理領域や記録されるデータの論理的な位置を設

定するの記述は適切な内容である。求める答えはウとなる。

エの不良セクタは磁気不良や物理的な破損などで、読み書きできなくなった領域で、通常、物

理フォーマットの実行時や使用時に読み書き不能になった場合、ファイルシステムの不整合が発

生した場合に検査する。論理フォーマット時ではない。

問16 ウ

回転待ち時間に関する問題である。

回転待ち時間はサーチ時間のことである。

サーチ時間の平均を平均サーチ時間といい、一般に１／２回転に要する時間をいう。

サーチ時間の定義から、平均サーチ時間は次の式で与えられる。

平均サーチ時間に関係するのは磁気ディスクの回転速度であり、単位時間当たりのディスクの

回転数になる。求める答えはウとなる。

問17 エ

磁気ディスクのアクセス時間に関する記述の正しさを評価する問題である。

アクセス時間は、シーク時間＋サーチ時間＋転送時間で求まる。

制御装置から記憶装置にデータを読み出し・書込要求されてから、指定されたアドレスの選択

を行い、読み出し・書込動作を始め、データ転送が完了するまでの時間である。

アはシーク時間、イはデータ転送時間、ウは待ち時間、エがアクセス時間である。

求める答えはエとなる。

問18 ア

磁気ディスク装置の性能に関する問題である。

アの磁気ディスク装置のアクセス時間は次の式で求める。

平均サーチ時間＝
回転速度（回転／分）

６０（秒）×１０００
×

２

１
（ミリ秒）
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平均アクセス時間＝シーク時間＋サーチ時間＋データ転送時間

従って、回転速度を上げると、サーチ時間、データ転送速度が向上し、アクセス時間は短縮す

る。また、シーク時間を短縮すると短くなる。求める答えはアとなる。

イの前処理時間、後処理時間は含まない。

ウの記憶容量は、セクタ方式ではセクタの容量が関係する。バリアブル方式の場合はブロック

間ギャップと１トラックに入るブロック数によって容量が変化する。

エのデータ転送速度は回転速度で決まる。

問19 エ

磁気ディスクの構造と格納方式に関する問題である。

磁気ディスクにはデータの管理単位として、セクタ、トラック、シリンダがあり、これらの単

位からのデータの読出しは、シリンダからの読出しは読出しヘッドの半径方向への移動によって

行われ、トラックからの読出しはシリンダ内の読出しヘッドの選択により、セクタからの読出し

はシリンダによる回転により行われる。

一方、データを連続して格納する場合、同一シリンダ内、同一トラック内の連続したセクタに

格納し、一つのトラックが満杯になると次のトラックに格納し、シリンダが満杯になると読取り

ヘッドを移動させて隣のシリンダに格納する方式で行われる。

この方式で格納すると、磁気ヘッドのシーク回数が少なくなり、読取り時間を短くすることが

できる。求める答えはエとなる。

問20 イ

磁気テープのレコード件数とブロック化因数の関係を求める問題で

ある。

磁気テープの有効長をＬとし、１レコードの長さをｌ、ブロック間

のギャップ長をｇとすると次の式が成り立つ。

ｒ＝ｂＬ／(ｂｌ＋ｇ)＝Ｌ／(ｌ＋ｇ／ｂ)

Ｌ、ｌ、ｇは定数であるから、ｂ＝１の場合、

ｒ＝Ｌ／(ｌ＋ｇ)

となる。

ｂ＝∞の場合、ｒは一定値Ｌ／ｌに近づき図のようになる。求める答えはイである。

問21 ウ

基数変換に関する問題である。

１セクタは５１２バイトであるから全容量は

５１２×２２８＝５１２×２２１×２７

５１２×２２１が１ＧＢであるから、１２８ＧＢになる。求める答えはウとなる。

問22 イ

コンピュータシステムで使用される単位に関する問題である。

ｒ＝Ｌ／ｌ

Ｌ／(ｌ＋ｇ)

１

ｒ

ｂ
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メモリのアクセス時間の１０－９はナノ秒、容量の１０６はメガバイト、ディスクのアクセス時

間の１０－３はミリ秒、容量の１０９はギガバイトである。求める答えはイとなる。

問23 ア

磁気テープ長とブロック化因数に関する問題である。

ブロック化因数を大きくすると、ブロック間ギャップは一定で、ブロック間ギャップの個数が

減少し、全レコード件数が同じ場合に必要なテープ長が短くなる。

レコード長が７５０バイト、データ記録密度は２５０バイト／ミリメートルであるから、１レ

コードを格納するのに必要なテープ長は３ミリメートルとなる。

レコード件数２００００件をブロック化因数１で格納する場合のテープ長は次の式で求めるこ

とができる。

(３＋１５)×２００００＝１８×２００００＝３６００００(ｍｍ)

ブロック因数２０で格納する場合のテープ長は次の式で求めることができる。

(３×２０＋１５)×１０００＝７５×１０００＝７５０００(ｍｍ)

両者の比率を求めると

３６００００／７５０００＝４.８

その比率は４.８倍となり、求める答えはアとなる。

問24 イ

磁気テープの容量の求める方を利用して、ブロック化の評価を行う問題である。

磁気テープのブロックの容量(有効長さ)は次の式で求める。

(レコードの容量×ブロック化因数)／記録密度＋ブロック間ギャップ

ブロック化因数１の場合と１０の場合の比較を行う。

磁気テープの有効長をＬmmとする。

ブロック化しない場合の記録できるレコード数は次のようにして求める。

１レコード格納するための有効長は

６２５／(６２５０／２５)＝(６２５×２５)／６２５０＝２.５(mm)

これにギャップ長を加えると ２.５＋１０＝１２.５(mm)

レコード数はＬ／１２.５となる。

ブロック化計数１０の場合の記録できるレコード数は次のようにして求める。

１ブロックを格納するための有効長は

(６２５×１０)／(６２５０／２５)＝２５(mm)

これにギャップ長を加えると ２５＋１０＝３５

レコード数は(Ｌ／３５)×１０となる。

両者の比率を求めると

｛(Ｌ／３５)×１０｝／(Ｌ／１２.５)＝１２５／３５＝３.５７≒３.６

３.６倍となり、求める答えはイとなる。

問25 ウ

１画像のデータ転送能力を求める問題である。
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１画面の情報量は １０００×７５０×２４＝７５×２４×１０４

１秒間のデータ転送速度は１５×１０６×８ビットであるから、１秒間に転送できる枚数は

(１５×１０６×８)／(７５×２４×１０４)＝１０２／１５＝６.７

６.７枚となり、求める答えはウとなる。

問26 イ

磁気ディスク装置のヘッドの移動量に関する問題である。

入力要求のシリンダ番号を昇順に整列すると、次のようになる。

６０、７０、８０、９０、１００、１１０、１２０、１４０

となる。現在の移動方向は、シリンダ１００を増加方向に移動するため、シリンダ番号１４０の

方向に４０シリンダ移動する。シリンダ番号１４０に到着すると、逆方向のシリンダ６０に向か

って８０シリンダ移動することになる。ヘッドが移動するシリンダ数は４０＋８０＝１２０とな

る。求める答えはイとなる。

問27 イ

画像データの情報量に関する問題である。

横２５.４cm、縦３８.１cmをインチに換算すると、横１０インチ、縦１５インチになる。

横、縦のドット数は、横 ６００×１０＝６０００ドット

縦 ６００×１５＝９０００ドット

全ドット数は ６０００×９０００＝５４×１０６ となる。

１ドット当たり２４ビットであるから 全ビット数は ５４×２４×１０６となる。

バイトに換算すると、 ５４×２４×１０６／８＝１６２×１０６バイト

データ量は１６２Ｍバイトとなり、求める答えはイとなる。

問28 イ

文字データの格納容量に関する問題である。

１文字のビット数は ４８×３２＝１５３６(ビット)

８ビットを１バイトとすると、１９２バイトになる。

文字の種類は８１９２であるから、１９２×８１９２＝１５７２８６４(バイト)

１５７２８６４／(１０２４×１０２４)＝１.５

文字全体を格納する領域の容量は１.５Ｍバイトとなる。求める答えはイとなる。

問29 ア

デジタルカメラの容量に関する問題である。

１枚の画像の容量は、１６００×１２００×２４／８＝５７６００００(バイト)

８Ｍバイトのメモリに記録できる枚数は、

８００００００／５７６００００＝８００／５７６＝１.４

記録できる枚数は１枚となり、求める答えはアとなる。
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問30 イ

外部記憶媒体に関する記述の問題である。

アのＣＤ－ＲＯＭは表面に１μｍ以下の小さな窪みをつけ、その窪みにレーザ光が当たると窪

みのあるところとないところで反射が異なることを利用して０と１を判断する方式である。レー

ザ光の透過ではなく反射である。

イのアクセスアームは半径方向に移動して目的のシリンダ上で位置決めし、シリンダ上のト

ラックからのデータの読出しは、ディスクが回転することによって読み出される。同一シリンダ

上のトラックはアクセスアームを動かさずにデータの読み書きができるは正しい記述である。求

める答えはイとなる。

ウのテープのブロック間隔はテープの加減速時間によって決まる。ブロック長ではない。

エの光ディスクは非接触型で記録再生ができる。接触型ではない。

問31 イ

ＣＤ-ＲＯＭに関する問題である。

ＣＤ-ＲＯＭはパソコンのデータ記録媒体として利用するもので、音声、画像、テキスト、プ

ログラムなどのコンピュータデータを記録できる。データは読み出すことはできるがユーザが自

分で書き込むことはできない。

アのＣＤ-Ｒはデータの書き込み可能なＣＤであり、一度書き込んだデータは物理的には書き

換えることができない。データを書き込んだディスクは、そのまま通常のＣＤと同じように再生

できる。ＣＤ-ＲはＣＤ-ＲＯＭの略称ではない。

イのレーザ光の強弱を検出して読み出す仕組みはＣＤ－ＲＯＭである。求める答えはイとなる。

ウはオーディオ用のＣＤを扱うことができる。コンピュータシステムはＣＤＤＡとＣＤ-ＲＯ

Ｍの間で互換性があり、その他のＣＤファミリーでは、ＣＤ-ＲＯＭＸＡ、フォトＣＤ、ビデオ

ＣＤなどがシステムとしては再生が可能である。

エのセントロニクスはプリンタのインタフェースである。

問32 イ

光ディスクの特徴と用途に関する問題である。

光ディスクは金属薄膜の円盤に微小な穴などの形でデータが記録してあり、レーザ光を当て反

射する光の変化で信号を読み取るデータ記録メディアである。再生専用型と追記型、書換可能形

に分類される。

アは磁気ディスク、イは光ディスク装置、ウはフロッピーディスク、エは磁気テープである。

求める答えはイとなる。

問33 ア

ＣＤ-Ｒに関する問題である。

アのＣＤ-Ｒは、記録媒体の記録層として有機色素を使い、レーザ光によってピットと呼ばれ

る焦げ跡を作ってデータを記録するディスクであり、１回だけデータの書き込みが可能である。

記憶容量は６５０～７００Ｍバイト、データを書き込んだ部分は上書きはできないが追記はでき

る特徴がある。求める答えはアとなる。
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イのＣＤ-ＲＷは、データを繰り返し記録、消去できる記憶メディアであり、相変化記録方式

という仕組みでデータを記録する。

ウのＤＶＤ-ＲＡＭは、片面４.７Ｇバイトのデータを記録できる大容量記憶メディアであり、

相変化記録方式を使用している。

エのＣＤ－ＲＯＭは、ディスクの表面に１μｍ以下の小さな窪みをつけ、その窪みにレーザ光

が当たると窪みのあるところとないところで反射が異なることを利用して０と１を判断する記録

方式である。

問34 エ

ＣＤ－Ｒに関する問題である。

ＣＤ－Ｒは、有機色素を使った記録層に、強いレザー光を当てて変質させ、ピットを作成し、

データを記録する。一度書き込まれたデータを削除、変更することはできない。

磁気ディスクは、円盤状のディスクの表面に磁性体を塗布したもので、磁気ヘットを用いて磁

性体に磁極を与えることでデータを記録する。

ＤＶＤ－ＲＷは、ディスクを貼り合わせた２層構造で、レーザ光の相変化を利用して記録する。

光磁気ディスク(ＭＯ)は、データの読み書きにレーザー光と磁場を利用した書き換え可能型の

補助記憶装置で、あらかじめ磁化されているディスク表面にレーザー光を当て、磁化の方向を変

えることでデータを記録する。

アは光磁気ディスク(ＭＯ)、イは磁気ディスク、ウはＤＶＤ－ＲＷ、エはＣＤ－Ｒである。求

める答えはエとなる。

問35 エ

光ディスク装置に関する問題である。

ＣＤ-Ｒは１回限りの記録ができる書き込みＣＤである。追記は可能だが消去は不可能である。

有機色素をコーティングしたディスクにレーザー光を照射すると、ピットが形成され、情報が書

き込まれる。書かれたＣＤ－Ｒ(Recordable)はＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭと同等メディアとなり、それ

ぞれの再生装置で読むことができる。一度書き込んだデータを消せないという特徴を生かして、

重要文書の保存にも利用されている。

データの書き込み方式

① パケットライティング方式

データを小さなパケットに分けて記録していく方式で、ディスクの未使用領域にファイル

単位で何度でも追記できる。トラックアットワンス方式のようにリードイン、リードアウト

情報を記録することがないため、追記したときにも記憶容量を効率よく使うことができる。

バケットライティング方式は、パケット単位に書き込む方式を採用することによって、ハ

ードディスクに対する操作と同じ操作でＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷにファイルを書き込めるよう

にした方式であり、ドラグアンドドロップ操作ができる。

② トラックアットワンス方式

データを記録するときに、トラックごとに何度も追記できる方式で、データをマルチセッ

ション形式で記録したい場合には、トラックアットワンスで記録が可能なドライブが必要に

なる。現在では、ほとんどのＣＤ－Ｒ／ＣＤ－ＲＷドライブが対応済みである。
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③ ディスクアットワンス方式

データを記録するとき、ディスクの中心部から外周に向かって一筆書きのように一度に書

き込んでしまう方法である。書き込んだデータに継ぎ目がなく、音楽用のＣＤやＣＤ－ＲＯ

Ｍと同じ構造のため、ほとんどのＣＤプレーヤーやＣＤ－ＲＯＭドライブで再生可能である。

ただし、データの追加記録することはできない。

アのＣＤ-ＲＯＭ装置では読み出すことができる。読み出せないは間違いである。

イの容量はＣＤ-ＲＯＭと同程度である。従って、大容量は間違いである。

ウの初期化して再書き込みが可能になるのはＣＤ-ＲＷであって、ＣＤ-Ｒは１回の書き込みが

可能であり、消去することができない。

エのＣＤ－Ｒの書込み方式には、パケットライティング、トラックアットワンス、ディスクア

ットワンス方式などの複数の書き込み方式がある。最近ではデータ書き込み用ソフトの改良で疑

似的に書き換えできるようになっている。ＣＤ－Ｒディスクの空き領域に新データを追加記録し、

以前に記録した旧データを読み出せないようにする仕組みのものもある。求める答えはエとなる。

問36 エ

補助記憶媒体に関する記述の問題である。

アのＣＤ-ＲＯＭは読出し専用である。

イのハードディスクはヘッドはディスクと非接触である。

ウの光磁気ディスクは書込み可能ディスクである。

エの安価で、可搬性はフロッピディスクの特徴である。求める答えはエとなる。

問37 エ

光磁気ディスク(ＭＯ)に関する問題である。

アのＣＤ－Ｒは、データ書込みが可能なＣＤであり、一度書き込んだデータは物理的には消去

することはできない。ただし、追記記録が可能な記録方式を使うことで擬似的にデータの書き換

えが行える。

イのＤＶＤは、大容量光ディスクで、データをデジタルデータとして記録する。音声や映像、

コンピュータのデータなどを記録できる。

ウのＬＤは、映像・音声を記録する光学式ビデオ・ディスクである。映像と音声を記録したデ

ィスクにレーザ光を当てて、反射光でデータを読み出す。映像はアナログ信号で、音声はアナロ

グまたはデジタル信号で記録する。

エのＭＯは、データの読み書きにレーザー光と磁場を利用した書き換え可能型の補助記憶装置

で、あらかじめ磁化されているディスク表面にレーザー光を当て、磁化の方向を変えることでデ

ータを記録する。記録したデータの読み取りはディスク表面にレーザー光を当て、反射した光の

偏光方向を検出することによって行う。求める答えはエとなる。

問38 エ

光磁気ディスクの特徴に関する問題である。

光磁気ディスクの特徴

① レーザ光と磁場を利用し、高密度で記録する円盤型の記憶メディアである。
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② 大容量である。磁気ディスクの１０倍以上の記憶密度がある。

③ 記憶容量は６４０～６５０ＭＢのものが普及している。

④ 磁化されている記録膜に、レーザ光を照射して熱し、磁化の方向を変えることで記録する。

読み出しはディスク面にレーザ光を当て、記録膜の磁性体に反射してきた光の偏向方向を判

別して行う。

⑤ ２３０ＭＢのものは、データの書込みに、データの消去→書込み→検査といった手順が必

要であったが、６００ＭＢタイプのものはダイレクト・オーバライト方式の採用により書込

み速度が高速になった。

⑥ 順次アクセス、直接アクセスの両方ができる。

⑦ 磁気ディスクに比べて単位情報当たりのコストが安い。

⑧ 寿命が長い。

⑨ アクセス時間は磁気ディスクより遅い。

⑩ 保管性や耐環境性に優れている。

⑪ データの長期保存に適している。

アのアクセス時間は磁気ディスクよりも遅い。

イのアクセス方式は順次アクセス、直接アクセスの両方が可能である。

ウはダイレクトオーバライト方式はほぼ同じであるが、消去書込型は遅くなる。

エのデータの長期保存に適している記述は光磁気ディスクに関するもので正しい。求める答え

はエとなる。

問39 ア

光磁気ディスクのアクセス時間に関する説明の問題である。

アのアクセス時間を構成する要素の内容は光磁気ディスクのものである。正しい。求める答え

はアとなる。

イのデータ転送速度は線速度が一定になるように回転数制御される。記録密度と線速度によっ

て転送速度が決まる。

ウの読み取り装置である光ピックアップ機構は移送機構を有していて、トラック上の適当な位

置に移動し、反射光を読みとることができる。

エは、直接アクセス、順次アクセスが可能である。アクセス時間は、位置決め時間、回転待ち

時間、転送時間の和として求まる。

問40 エ

ＤＶＤに関する問題である。

ＤＶＤは、厚さ０.６mmのディスクを２枚貼り合わせた２層構造と、読み取りや書き込みに使

用するレーザー光の波長を短くすることで大容量を実現している。基本となる片面１層方式ディ

スク(再生用)の容量は４.７ＧＢ、ＭＰＥＧ２の信号圧縮による映像を１３５分収録できる。こ

のほか、規格としては両面１層(９.４ＧＢ)、片面２層（８.５ＧＢ）、両面２層(１７ＧＢ)など

の方式がある。求める答えはエとなる。
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問41 ウ

光磁気ディスクの特徴に関する問題である。

アの高速アクセスは磁気ディスクとほぼ同じ程度に可能である。

イの６４０Ｍバイトの規格は上位互換で、２３０Ｍバイトの規格を書き込み、読み出し共に可

能である。

ウのデータの書き込み、読み出しの仕組みは光磁気ディスクのものである。正しい。求める答

えはウとなる。

エの光磁気ディスクの規格は２３０Ｍバイトはセクタ長が５１２ｋバイトであり、６４０Ｍバ

イトのものは２０４８ｋバイトが用いられる。また、音声用とデータ用では規格が異なる。

問42 ウ

光磁気ディスク(ＭＯ)に関する問題である。

アの磁気ディスク、イの磁気テープ、エのフロツピーディスクは磁気を使用してデータを読み

取るが、ウの光磁気ディスクはレーザ光を使用して読み取る。求める答えはウとなる。

問43 イ

ＤＶＤに関する問題である。

ＤＶＤの特徴

① 約２時間の動画・音声データを記憶できる光ディスクである。

② ディスクの外形は直径１２ｃｍ、厚さ１.２ｍｍである。

③ 記憶面は最大２層で、両面に記憶できる。

④ ＤＶＤプレイヤーで再生できる。

⑤ 記憶容量は、片面一層記録方式で４.７Ｇバイトである。

⑥ ＭＰＥＧ２の動画圧縮方式を用いる。

音楽、動画などのマルチメディア情報を格納するための大容量媒体として、最近、普及してい

るため出題される確率が高くなっている。

アのＣＤは、音楽データをデジタルで記録する光ディスク媒体である。

イのＤＶＤが、片面１層式で４.７Ｇバイトの記憶容量をもち、映画などの動画をＭＰＥＧ２

で圧縮して記録するために用いる媒体である。求める答えはイとなる。

ウのＬＤは、パイオニアが発売したレーザディスクで、映像音声記録用の光学式ビデオディス

クである。

エのＭＤは、ソニーが開発した光ディスクまたは光磁気ディスクとドライブの規格である。

問44 ウ

ＤＶＤに関する問題である。

アのＣＤ-ＲＯＭ装置では読み取れない。ＤＶＤ装置でＣＤを読み取ることは可能である。

イは片面２層式で最大記録容量は、９.４ＧＢで、ＣＤ-ＲＯＭの約１０倍になる。

ウの再生専用型，追記型，書換え型の３種類があるはＤＶＤに関する記述で正しい。求める答

えはウとなる。

エのデータの記録にはレザーを利用する。磁気は使用しない。
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問45 イ

磁気テープの特徴に関する問題である。

磁気テープ装置はレコードを順次読み書きするアクセスのみ可能であるが、安価で保存でき、

大容量のデータを高速に処理できることから、ソフトウェアやデータの保存媒体などとして用い

られる。

アは運搬できることが一つの特徴であり、運搬できないという内容は誤りである。

イの大量データの記憶が可能で、バックアップに利用されるは磁気テープの特徴である。求め

る答えはイとなる。

ウのランダムアクセスが可能であるは誤りである。

エのビット当たりの価格はハードディスクよりも安価である。

問46 エ

ストリーマの特徴に関する問題である。

ストリーマは磁気テープのうちアクセス時に連続的にテープを走行させる「ストリーミング」

方式を採用した補助記憶装置である。記憶容量は数十～数百ＧＢと大容量でかつ媒体は低価格（装

置は非常に高価)であるため、バックアップ用としてよく利用される。また、ランダムアクセス

が出来ないため目的のデータに辿り着くまでに時間がかかるものの、データが散らばるディスク

とは異なり常に定位置にあるテープは以降の読み込みが非常に高速である。

アの記録データの部分書き換えはできない。

イの磁気ディスクの読出し速度に合わせて書込の記録密度を変更できない。

ウの書込速度向上のための複数ヘッドは使用しない。

エのブロックごとのスタート、ストップは行わず、連続的にテープを走行させる。求める答え

はエとなる。

問47 ウ

ＮＡＳに関する問題である。

ＮＡＳは、ネットワークに直接接続できるデータストレージ機器である。ハードディスクを内

蔵し、ファイルサーバとしての機能を絞り、ファイル共有に特化した専用ＯＳを搭載している。

ネットワークからファイル単位にデータを扱うことができ、データ共有はファイル単位である。

求める答えはウとなる。

問48 エ

ＮＡＳに関する問題である。

ＮＡＳに対してＳＡＮというストレージがあり、ＮＡＳとＳＡＮの比較で問題ができている。

ＮＡＳはＴＣＰ／ＩＰに直接接続して使用できるストレージで、コントローラとハードディス

クで構成される。ＳＡＮは、ファイバチャネルネットワークで使用されるストレージで、同じデ

ィスク領域に異なるサーバからアクセス不能、ディスクブロック単位の処理、拡張性、セキュリ

ティが高い、高価であるなどの特徴がある。

ＮＡＳの特徴

① ＴＣＰ／ＩＰのネットワークに直接接続して使用できるストレージである。
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② コントローラとハードディスクからなるファイルサーバ専用機である。

③ 使用するハードディスクには制限がないが、ＲＡＩＤ５を用いる場合が多い。

④ サーバのＮＡＳへのアクセスはファイル単位である。

⑤ 複数のサーバから１つのファイルにアクセスが可能である。

⑥ 異なるＯＳのサーバ間でもファイルの共有ができる。

⑦ ＳＡＮと比較して、導入コスト、保守コストが安価である。

⑧ 拡張性、セキュリティ、安定性はＳＡＮよりも劣る。

ア、イ、ウはＳＡＮの特徴であり、エがＮＡＳの特徴である。

問49 エ

ＮＡＳに関する問題である。

ＮＡＳは、ネットワークに直接接続できるデータストレージ機器である。ハードディスクを内

蔵し、ファイルサーバとして機能を絞った専用ＯＳを搭載している。汎用サーバに比べて導入や

管理が容易である特徴がある。ＬＡＮに直接接続し、ＰＣはＬＡＮを経由してハードディスクを

使用する。求める答えはエとなる。

問50 イ

ＲＡＩＤに関する問題である。

ＲＡＩＤにはＲＡＩＤ０～ＲＡＩＤ５の各種タイプがあり、データおよび冗長ビットの記録方

法と記録位置の組み合わせによって分類され、信頼性の向上や処理速度の高速化を実現している。

ＲＡＩＤの各タイプの特徴

① ＲＡＩＤ０は、データを複数のハードディスクに分割することにより、読み出し書込み速

度向上を図ったタイプで、ストライピングという。

② ＲＡＩＤ１は、ミラーディスクで、ディスク数を倍にして、その半数をデータチェック用

に用いることにより、信頼性を向上させている。ディスクの使用効率は５０％であり、転送

速度も変化しないため、大容量、大規模構成になるとディスクの設置コストの負担が大きい。

③ ＲＡＩＤ２は、データをディスクグループごとにインタリーブして格納し、そのＥＣＣ符

号をチェックディスクに書き込む方式である。ハミング符号によるエラー訂正符号(ＥＣＣ)

の考え方をディスクアレイに適用したものである。

④ ＲＡＩＤ３は、複数のハードディスクに対して１バイト単位でデータを分散書き込み、１

台のディスクを用いてエラー修正情報を記録する。

⑤ ＲＡＩＤ４は、データ転送をブロック単位にし、バイト単位でデータをディスク間にイン

タリーブしない方式である。

⑥ ＲＡＩＤ５は、ブロック単位でストライビングし、誤り訂正コードはブロック単位で、複

数のディスクに分散して記録する方式である。

アは、ディスクは１台でなく、複数のディスクを使用する。

イのストライピング技術を利用してアクセスの高速化を実現するは適切な記述である。求める

答えはイとなる。

ウのディスクキャッシュ技術はアクセスの高速化の技術であり、信頼性向上ではない。

エのミラーリングの技術は信頼性の向上であって、アクセスの高速化ではない。
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問51 エ

ＲＡＩＤに関する問題である。

ＲＡＩＤは、ハードディスクを複数台並列に接続し、それら全体を一つのディスク装置として

制御し、読み書きの高速化と障害に対する信頼性を高めた記憶方式で、ＲＡＩＤ０～ＲＡＩＤ５

の６クラスに分類される。ストライピング技術、ミラーリング技術、エラー修正情報の活用によ

り高速性と信頼性を図ったディスクアレイ装置である。

アのデータ転送速度の高速化はＲＡＩＤ０ではストライピングとして実現されているが、ＲＡ

ＩＤ１～ＲＡＩＤ５では高速性と信頼性の向上が図られているため、エのディスク系の性能、信

頼性の向上が期待できるが適切な答えになる。求める答えはエとなる。

問52 ウ

ディスクストライピングに関する問題である。

アのディスクアットワンスは、ＣＤ－Ｒの書き込みモードの１種で、１回の書き込みでＣＤ全

体に記録する方式である。ＣＤ－Ｒへの追記はできない。

イのディスクキャッシュは、パソコン本体と外部記憶装置との間のデータのやり取りを高速化

するために設けた記憶装置である。

ウのディスクストライピングは、複数のハードディスクに並列に書き込んだり、読み出したり

して、アクセスの高速化を実現する手段である。求める答えはウとなる。

エのディスクミラーリングは、２台以上のハードディスクを使用し、それぞれに同時にデータ

を書き込み、一台が故障しても残りのハードディスクで正常なデータを提供することができる装

置である。

問53 ウ

ＲＡＩＤに関する問題である。

ＲＡＩＤ１～５の種類の区別は、ハードディスクの台数、書き込むデータの分散の仕方や、パ

リティビットの記録の方式、分散のさせ方、記録位置などによって区別される。データおよび冗

長ビットの記録方法と記録位置の組み合わせで決まる。求める答えはウとなる。

問54 エ

ＲＡＩＤに関する問題である。

ＲＡＩＤ２は、データをディスクグループごとにインタリーブして格納し、そのＥＣＣ符号を

チェックディスクに書き込む。ハミング符号によるエラー訂正符号(ＥＣＣ)の考え方をディスク

アレイに適用したものである。

ＲＡＩＤ３は、複数のハードディスクに対して１ビット単位でデータを分散書き込みする方式

で、効率の面から１バイト単位にストライビングし、１台のディスクを用いてエラー修正情報を

記録する。

ＲＡＩＤ４は、データ転送をブロック(１～数セクタ)単位にし、ＲＡＩＤ３のようなバイト単

位でデータをディスク間にインタリーブしない方式である。

ＲＡＩＤ５は、ブロック単位でストライピングし、ＲＡＩＤ３と同じ方法で誤り訂正コードを

算出する方式である。誤り訂正コードはブロック単位で、複数のディスクに分散して記録する。
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２台以上のディスクが同時に故障した場合は復旧不可能となる。

アはＲＡＩＤ３、イはＲＡＩＤ２、ウはＲＡＩＤ１、エはＲＡＩＤ５である。求める答えはエ

となる。

問55 ア

ＲＡＩＤに関する問題である。

アのストライピングは、データを分散してハードディスクに書き込む方式で、並列に処理する

ため読み出し／書き込み速度が向上する。求める答えはアとなる。

イのディスクキャッシュは、主記憶と補助記憶の間に設置し、データ処理の高速化を実現する。

ウのブロック化は、磁気ディスクなどの処理の高速化のために、複数のレコードをブロック化

して物理レコードを作成することである。

エのミラーリングは、記憶装置にデータを書き込むときに同一内容を同時に別の記憶装置に書

き込み信頼性の向上を図る方法である。

問56 ア

ハミングコードに関する問題である。

パリティビットを付加する方法では、受信者は誤りを検出することはできるが、訂正すること

はできない。ハミング符号を用いると、１ビットの誤りに対しては自動訂正が可能になり、２ビ

ットの誤りに対しては検出は可能であるが自動訂正することはできない。

情報ビット４ビットに検査ビット３ビットを付加した７ビット符号の検査

合計７ビットのうち、４ビットを情報ビットとして、残り３ビットをパリティビットとする。

１ビット誤りの場合には、３つのパリティビットに対して３回検査すれば、誤りの検出と訂正が

可能になる。

検査の要領

① ７ビットを先頭からｘ１ｘ２・・・ｘ７として、情報ビットをｘ３、ｘ５，ｘ６、ｘ７に、検

査ビットをｘ１、ｘ２，ｘ４に割り当てる。

② 符号化時は次の右辺の式の値がすべて０になるように、検査ビットｘ１、ｘ２、ｘ４の値

を決める。ここで、mod(ｎ、２)の値は、整数ｎを２で割った余りとする。

ｑ４＝mod(ｘ４＋ｘ５＋ｘ６＋ｘ７，２)

ｑ２＝mod(ｘ２＋ｘ３＋ｘ６＋ｘ７，２)

ｑ１＝mod(ｘ１＋ｘ３＋ｘ５＋ｘ７，２)

③ 復号時のｘ１ｘ２・・・ｘ７の値でこれらを計算して、ｑ４，ｑ２、ｑ１のすべてが０である

ならば、誤りがない。もし少なくとも一つが１であれば、２進数としてみたｑ４ｑ２ｑ１が

誤っているビット位置(ｘｉのｉ)を示す。

問題の内容から、ｘ３＝１、ｘ５＝０、ｘ６＝１、ｘ７＝０であるから、

Ｐ１ｘ３ｘ５ｘ７＝Ｐ１・１００となり、Ｐ１＝１となる。

Ｐ２ｘ３ｘ６ｘ７＝Ｐ２・１１０となり、Ｐ２＝０となる。

Ｐ４ｘ５ｘ６ｘ７＝Ｐ４・０１０となり、Ｐ４＝１となる。

チェックビットを付加したデータは １０１１０１０となり、求める答えはアとなる。
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問57 エ

ハミング符号とメモリ装置の誤り検出と自動訂正に関する問題である。

アの奇数パリティは、８ビットの符号の中に含まれる「１」の合計数が奇数になるようにパリ

ティビット１ビット付加する誤りチェック法で、受信側で「１」の個数をチェックしてデータが

正しいかどうかを検査する方法である。

イの水平パリティは、一定のブロック長に対して奇数パリティと同様な検査を行う方法である。

ウのチェックサムは、データを一定の間隔で区切り、それぞれにデータの和の一部を付加して

送信し、受信側でも同じ要領で和を算出してエラーを検査する方法である。

エのハミング符号による誤り訂正符号の付加は１ビットの誤りの検出と自動訂正、２ビットの

誤り検出を行う。求める答えはエとなる。

問58 ウ

記憶装置のビット誤りの検出に関する問題である。

主記憶装置にはデータのビット誤りがランダムに発生するため、ハミングコードによる誤り訂

正符号を付加して、１ビットの誤りの検出と自動訂正、２ビットの誤り検出を行う。

磁気ディスク装置は、記憶媒体の傷によるバーストエラーが発生するため、ＣＲＣ方式による

エラーの検出と自動訂正を行う。磁気テープ装置は、テープ列方向のビット誤り検出に垂直パリ

ティビットを付加し、トラック方向に生じるバーストエラーの検出にＣＲＣ方式を使用する。

誤り訂正符号(ＥＣＣ)は、デジタル情報の誤りを自動的に訂正できる符号で、通信回線やメモ

リ上のデジタル情報が雑音などで変化して誤りが発生しても、誤り訂正符号を使って情報を符号

化してあれば、変化したビットを検出し正しく訂正できる。誤りを訂正するためには情報に冗長

性を持たせる必要がある。情報ｎビットに検査のｋビットを加えた形で、符号を形成する。検査

のｋビットを大きくとるほど、その符号の誤り訂正能力は高くなる。

誤り訂正符号にはランダム誤りに向いたハミング符号、ＢＣＨ符号、バースト誤りに向いたFi

re符号、ＣＲＣ符号などがあり、適用領域の誤り特性に合わせて符号を選ぶことになる。

ＥＣＣによるエラー訂正機能をもったＥＣＣメモリやＣＰＵがある。ＥＣＣメモリはメモリへ

の書込み・読出し時にエラーを検出した場合に、正しい値に訂正する機能を持ったメモリである。

アの巡回冗長符号(ＣＲＣ)は、データ伝送で誤りを調べる場合に使用する符号で、データをブ

ロックという単位に分け、そのブロックを生成多項式で割って、その余りを検査ビットとしてデ

ータに付加して送信し、受信側でそれを利用して誤りの有無を検査する。

イの情報交換符号は、通信に用いられる伝送文字符号である。伝送制御符号は１０種類あり、

データ伝送を制御する。

ウのハミング符号は、誤り訂正符号として付加して、１ビットの誤りの検出と自動訂正、２ビ

ットの誤り検出を行う主記憶装置の誤り検出方式である。求める答えはウとなる。

エのパリティ符号は、８ビットの符号の中に含まれる「１」の合計数が奇数または偶数になる

ようにパリティビット１ビット付加する誤りチェック法で、受信側で「１」の個数をチェックし

てデータが正しいかどうかを検査する方法である。

問59 イ

メモリモジュールのパリティチェックに関する問題である。
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パリティチェックは、通常のデータに加えてエラー訂正用のパリティを付け加えてエラーが起

きても発見できるようにする技術である。通常のメモリでは８ビットのデータにつき１ビットの

パリティを加えて合計が偶数になるようにする。この中で1ビットのエラーが発生してそのビッ

トが反転したとすると、合計が奇数となるのでエラーが発生したことが分かる。ただし、どこが

エラーなのかは分からないので、もう一度データの読み込みなり書き込みなりをやり直す必要が

ある。同時に２つ以上発生した場合はエラーの数が偶数だと発見できない。

パリティの欠点は、エラーが発見できても修復ができない点と、同時に発生した２個以上で偶

数個のエラーは発見すらできないという点である。そこでパリティをもう一組もうけることで、

1つのエラーならば修復ができ、２個以上でも高い確率で発見できる仕組みを取り入れたのがＥ

ＣＣメモリである。仮に１つのエラーが発生した場合、エラーが発生したビットの縦横でエラー

が検出されると場所が特定できる。２ヵ所以上偶数で発生してもかなりの精度で検出することが

できる。

イはパリティチェック、ウはＥＣＣメモリのチェックである。求める答えはイとなる。

問60 ア

デバイスドライバの役割に関する問題である。

デバイスドライバは、コンピュータ内部に装着された装置や、外部に接続した機器を制御・操

作するためのソフトウェアである。拡張カードや周辺機器などは、制御方法は標準化されている

が、基本的には装置ごとに固有の方法で制御しなければならない。デバイスドライバはこれをソ

フトウェアとして実装したものである。

アはデバイスドライバ、イはディスパッチャー、ウはウィンドウ・マネージャ、エはシェルで

ある。求める答えはアとなる。

問61 ア

ストライビングに関する問題である。

アのストライピングは、複数のハードディスクに並列に書き込んだり、読み出したりして、ア

クセスの高速化を実現する手段である。求める答えはアとなる。

イのスワッピングは、優先順位の高いジョブが割り込む場合、主記憶装置上のプログラムを補

助記憶装置に退避し、ジョブの実行が終わると退避したプログラムを回復させる処理である。

ウのキャッシュは、パソコン本体と外部記憶装置との間のデータのやり取りを高速化するため

に設けた記憶装置である。

エのミラーリングは、２台以上のハードディスクを使用し、それぞれに同時にデータを書き込

み、一台が故障しても残りのハードディスクで正常なデータを提供することができる装置である。

問62 エ

ＲＡＩＤ１に関する問題である。

ＲＡＩＤ１はミラーディスクである。ディスク数を倍にして、２台目のディスクに同時に書き

込むことによって信頼性を向上させている。ディスクの使用効率は50％である。転送速度は変化

しないため、大容量、大規模構成になるとディスクの設置コストが高くなる。制御法が単純であ

るため、小規模システムでは他のシステムより有利である。
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４Ｔバイトのデータを容量が１Ｔバイトの格納装置に使用率５０％で格納するため、格納装置

の台数は次のようになる。

４×０.５＝８

必要台数は８台となる。求める答えはエとなる。

問63 ウ

ＲＡＩＤ５に関する問題である。

ＲＡＩＤ５はブロック単位でストライピングし、ＲＡＩＤ３と同じ方法で誤り訂正コードを算

出する方式である。誤り訂正コードはブロック単位で、複数のディスクに分散して記録する。２

台以上のディスクが同時に故障した場合は復旧不能となる。小さいデータの更新にアクセスの並

列性を活かすために、ＲＡＩＤ４のデータとパリティをグループの全ディスクに分散させている。

ストライピングの効果によってディスクの読み出しが速くなる上、誤り訂正コードによって耐障

害性も向上する。耐障害性ではＲＡＩＤ１の方が優れているが、ＲＡＩＤ５はＲＡＩＤ１よりは

利用するハードディスクが少なくて済む。ＲＡＩＤ５のシステムを構築する場合、専用のパリテ

ィ演算素子を搭載したインタフェースボードを利用することが多い。

アはＲＡＩＤ３の内容、ＲＡＩＤ５はバイト単位ではなくブロック単位に書き込む。

イはＲＡＩＤ２の内容、データを複数のディスクにビット単位で分散して書き込み、ＥＣＣ符

号を複数のチェックディスクに書き込む。

ウはＲＡＩＤ５の内容、データを分散して複数のディスクにブロック単位に書き込み、パリテ

ィも分散して複数のディスクに書き込む。求める答えはウとなる。

エはＲＡＩＤ１の内容、ディスク２台に同じ内容を書き込む。


